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Ｎ Ｅ Ｗ Ｓ  R E L E A S E 

２０２３年５月１２日 

株式会社 阿波銀行 

２０２３年３月期決算について 

阿波銀行（頭取 福永丈久、本店：徳島県徳島市）は、本日、２０２３年３月期（２０２２年４月１日

～２０２３年３月３１日）の単体および連結決算を発表しましたので、お知らせいたします。 

１．２０２３年３月期決算 主要計数（単体） 

主要計数 ２０２３年３月期 前年度比 

経常収益 ７２２億２９百万円  １９６億５３百万円 増収  

コア業務純益 １９３億２５百万円  １５億６０百万円 増益  

経常利益 １４８億９４百万円  ７億６８百万円 減益  

当期純利益 １０１億４４百万円  ８億８５百万円 減益  

預金残高（譲渡性預金を含む） ３兆３，９１１億円 ８１５億円 増加 

貸出金残高 ２兆１，６９６億円  ５５３億円 増加  

２． 決算ハイライト 

・コア業務純益は、金利上昇にともないアセットスワップ取引を一部解約したことにより、その他

業務利益（除く国債等債券関係損益）が増益となったことなどから、前年度比１５億６０百万円

増益の１９３億２５百万円となりました。 

・経常利益および当期純利益は、経費が減少したものの、外国証券の含み損を積極的に処分し有価

証券関係損益が減益となったことなどから、それぞれ同７億６８百万円減益の１４８億９４百万

円、同８億８５百万円減益の１０１億４４百万円となりました。 

・貸出金残高は、新型コロナウイルス感染症への対応として資金繰り支援に取組んだほか、事業性

評価に基づく中小企業向け貸出金の増強に取組んだ結果、同５５３億円の増加となりました。ま

た、預金残高（譲渡性預金を含む）も、個人預金、法人預金および公金預金がそれぞれ増加した

ことから、同８１５億円の増加となりました。 

３．２０２４年３月期の業績見通し（単体） 

２０２４年３月期については、各国中央銀行の金融政策の動向など、不確実性が高まるものの、経済の回

復基調が続くと予想しており、継続して資金繰り支援に取組むとともに、お客さまに寄り添った本業支援に

努めてまいります。また、野村證券との提携によるストックビジネスへの変革に向けた一層の体制強化など

により、役務取引等利益の増益などを見込んでおります。 

【２０２４年３月期 業績見通し（単体）】 

 ２０２４年３月期 前年度比 

コア業務純益 １５６億円 △３７億円 

経常利益  １５１億円 ＋３億円 

当期純利益  １０６億円 ＋５億円 

 詳しくは決算短信をご覧ください。 

以  上 


